
【第２回】はなれ建設工事 進捗状況（R７.３/３１発行）
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【配置計画（現在）】 【航空写真（Ｒ７.３月13日時点）】【建物概要】

作成者：府中市新庁舎建設推進室
大成・三浦 建設共同企業体

外装仕上工事

外構工事（はなれ）

地上躯体工事

山留、杭、土工事

※次回更新
R７.７月下旬予定

通り庭・地下駐車場供用

地下躯体工事

内装仕上工事

１１，633．８９㎡敷地面積

事務所、図書館、店舗、
駐車場
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【凡例】

：建物入口

：歩行者動線

：自動車動線

：自転車・ﾊﾞｲｸ動線

：駐車場

：駐輪場・ﾊﾞｲｸ置場

：目隠しﾊﾟﾈﾙ (H=2,000)
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ゲート

№２
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№３ゲート（未設置）
№４ゲート

№５
ゲート
（未設置）

№６
ゲート

はなれ

№７ゲート（未設置）

外構工事（おもや）

旧庁舎解体

３月31日時点

はなれ開庁準備

はなれ工事着手
R６年11月

新庁舎工事完了
R８年11月

全体供用
R９年1月

はなれ建設地

おもや



おもやおもや

№１
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№２
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№３ゲート（未設置）
№４ゲート

№５
ゲート
（未設置）

№６
ゲート

はなれ

作成者：府中市新庁舎建設推進室
大成・三浦 建設共同企業体

【平面進捗図】

:写真撮影位置1

※次回更新
R７.７月下旬予定【第２回】はなれ建設工事 進捗状況（R７.３/３１発行）
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【断面進捗図】

断面進捗図
断面位置

8.7m

現在の作業面（周辺道路面からー７ｍ）

南側から北側を見た図（※断面位置は平面進捗図に記載しています。）

構台

構台

●既製杭工事

一期のを参考に
杭（埋込中）

建物基礎の下に、長さ約１２ｍ～１９ｍ

の「既製杭（コンクリート製）」が埋め込

まれています。おもや工事で78本、は

なれ工事で75本、合計153本の杭を

打ち込みました。杭を打ち込むことで

地盤を安定させ建物の傾斜や沈下を

防ぎます。また、基礎躯体工事の前に

杭の頭を露出させ、その上から配筋作

業を行います。

●基礎躯体工事(鉄筋工事)

打設した「レベルコン」の上に、基礎

躯体の位置出しを行い、「受架台」を

設置しています。「レベルコン」は地

盤面のレベルを均一にする事や位置

出しの精度の向上を目的とし打設し

ます。「受架台」は躯体の鉄筋を支持

するために設置する金物であり、配

筋作業を正確に行うことができます。

また、鉄筋は建物の安全や耐久性を

確保するうえでかかせない工事にな

るので組み立て時に間違いや異常

がないか何度も検査します。

土工事 基礎躯体工事

●土工事

開閉

伸縮

構台の上から「クラムシェル」を用い
て土をトラックに積み込み、搬出して
います。「クラムシェル」は二枚貝のよ
うな開閉するバケットで土砂等をつか
むことができ、重機の腕に当たる部分
が伸縮するため、高低差があるような
現場や通常の工事車両では入れない
不整地等での工事に用いられます。

クラムシェル

写真②写真①

基礎柱用鉄筋

受架台

▲写真③：レベルコンの

上に受架台を設置し、基

礎の配筋を進めています。

▼写真④：基礎柱の配筋

を行っています。

既製杭工事

ｺﾝｸﾘｰﾄ
ﾐｷｻｰ車

ﾌﾞｰﾑ(ﾎｰｽ)を
伸ばして作業
面にｺﾝｸﾘｰﾄを
圧送

ｺﾝｸﾘｰﾄを移動

ｺﾝｸﾘｰﾄ
ﾎﾟﾝﾌﾟ車

基礎躯体工事土工事
４

杭（埋込後）

クローラークレーン

●構台

構台は工事車両を安全に、効率よ
く乗り入れるための仮設作業台で
す。構台に設置したクレーンを利
用して地下の作業場へ資材等を届
けています。構台には落下防止用
の手摺とネットを設置し、通行する
作業員の安全を確保しています。

手摺・ネット

通路

構台

周辺道路面から

－22m

№７ゲート
（未設置）


